
生活・環境 

●今後におけるゴミ回収のあるべき姿について 

Ｑ． 

ゴミの問題は特に災害等の後での各家庭のモラルが問われるとともに、各自治会のみならず市

行政としても公衆衛生の観点から取り組まなければならない問題と考えます。日頃からの周知徹

底や対応の改善に順次取り組むことが求められます。住民の高齢化や新しい住民の移入などによ

り、従前の対応やモラルが守られない、守らないケースも少なくありません。特に町場の旧態依

然の自治会においては、祭りごと実行のみを自治会活動と思っている役員も少なくなく、本来の

自治会活動（安全で安心な体制強化）が守られていないことが目立ってきています。本件につき、

新発田市行政にも以下の通りその改善につき検討を要望するものです。 

１）ゴミ袋料金の価格値上げ 

昨今、不要なゴミの多さが目立ちます。それを抑制するためにも現行料金の 1.5倍の価格設定

を希望します。一方、特に問題となっている若年層の生活困窮世帯にはフードバンク新発田に対

して無料配布を検討されてもいいと感じます。 

２）回収数を増加 

特に年末年始や大型連休中でも暦通りの回収を要望します。上記の収益増に対応可能かと感じ

ます。ちなみに新潟市は原則暦通りです。 

３）回収時間の繰り上げ 

普段は 8時半ぐらいに収集車が来る場合が多いですが、休みや連休明けは極端に遅いです。11

時近くになるケースも多くカラスの標的になっています。これも上記のように対応可能かと感じ

ます。 

４）燃えるごみの分別強化 

現行のやり方では住民のモラル低下も招きます。他の自治体のようにプラスチック製とその他

の燃えるごみに袋を分けるべきと考えます。現代は環境保護の時代であり、新発田市行政はその

流れを逆行しています。加えて、焼却炉への負担軽減にもつながると感じています。 

 

住民サービスの向上もさることながら、住民への意識改善や変革（お互いによりよいまちづく

り目指す）を求める行政も今後必要と感じます。新発田市が以前から目指している健康でかつ文

化的な都市づくりにつながるのではないかと感じます。新発田市行政のみならず、当地区の自治

会にも体制改善を訴えました。その結果、ゴミ出しルールの徹底を図るための文書を全戸配布し、

加えて、ゴミステーションにおける清掃用具の設置などを実行しています。ただ、これだけでは

住民のモラル向上を図る上で限界があり、依然としてカラスにやられています。昔当地区は多く

の木々があり、そこに猛禽類のトビが生活していました。その結果、カラスも寄り付きませんで

した。しかしながら、現在は木々の伐採等により、そのトビが生活できない状況になり、反して

カラスが一帯を支配している実態になっています。 

新発田市行政としても、本件に対して改善と実行を検討されることを要望します。まさにこれ

からも超少子高齢化が進み、行政、地域自治会そして住民が輪となって暮らしやすいまちづくり

を図っていくことが、求められる時代ではないでしょうか。 

（令和 4年 6月受付） 
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Ａ． 

 自治会に掛け合い、地区におけるごみ出しルールの徹底を図り、ごみステーションの清掃用具

の設置と自ら清掃を行うなど、日頃から環境保全活動に取り組んでおられ、頭が下がる思いです。 

 さて、「今後におけるゴミ回収のあるべき姿（検討要望）」についてお答えいたします。始め

に、1)「ゴミ袋料金の価格値上げ」、2)「回収数の増加」、3)「回収時間の繰り上げ」について、

お答えいたします。当市では、ごみの減量化、資源回収の促進などを目的に平成 11 年からごみ

の有料化を行っております。当時、ごみ袋の価格（ごみ処理手数料）は、他市の袋の価格、サー

ビスと価格のバランス、有料化による不法投棄の増加など様々な方向から検討を行い、決定した

ものです。ごみ袋の価格を上げて、「回収回数の増加」と「回収時間繰り上げ」を行う、いわゆ

る高料金、高サービスという考え方はもちろんありますが、現在の回収回数と回収時間帯に対す

る市民からの要望は少ないと聞いていること、ごみ袋の価格とサービスのバランスも概ね妥当で

あると考えること、不法投棄の要因になりえることなどから、現在のところ、ごみ袋の価格を変

更する考えはありません。 

 ご提案の「回収回数の増加」と「回収時間繰り上げ」が、カラス対策を主な目的としてお考え

であれば、休み明けに増えるごみへの対応やモラル低下への対応も対策となるのではないでしょ

うか。他のごみステーションでは、カラス除けネットを使ってごみの増減に対応しているところ

やゴムなどを使ってカラス除けネットを掛け直す手順をなくす工夫をしているところもあるよ

うです。カラス除けネットなどについては、環境衛生課にぜひご相談ください。 

 また、市民のモラル向上のために、ごみの捨て方に加え、「ごみステーションを使う上でのマ

ナー」なども広報をするように指示いたしました。更に、環境衛生課がフードバンク新発田へご

み袋の支援について伺ったところ、「配慮いただいたことはありがたいと思っているが、現在は

支援が必要な状況ではない。」との返答があったとのことでした。 

 4)「燃えるごみの分別強化」についてです。現在、当市では一部の容器包装プラスチックを除

き、プラスチックは「燃えるごみ」として扱っておりますが、国の方針を踏まえ、リサイクルへ

の転換を検討しております。地球温暖化への対応や収集方法、費用対効果などを検証し、方針を

定めていきたいと考えております。 

（令和 4年 7月 14日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 
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●新しい葬祭センターについて 

Ｑ． 

親戚の葬儀があり火葬場に行きました。焼かれて出てきた姿にあっけにとられ、悲しく切なく

なりました。なぜ昔の姿ででてこないのか。斎場の人が勝手に全身の骨を砕いて出してくるのか。

納得できません。骨を拾ってくださいと言われてもこんな少しというのはどういうことでしょう

か。 

また、以前は火葬の前にお寺様がお経をあげてくれましたが、今回はありませんでした。昔と

同じようにお経をあげるよう見直してください。 

（令和 4年 7月受付） 

 

Ａ． 

 火葬場は、新発田地域広域事務組合が運営しておりますが、新発田市長であります私は、同組

合の管理者でもあります。 

 はじめに、収骨方法につきましては、本年４月、新たな火葬場の運用開始を機に、従来の収骨

台から会葬者の皆様が直接ご遺骨を収骨するやり方から、火葬場職員がご遺骨を事前に別の収骨

台に移し、そこから会葬者の皆様に再び収骨していただく方法へ改めております。滞在時間を短

くすることで皆様のご負担を減らし、また、火葬後の高温な収骨台によって火傷などをしないよ

う配慮したものです。 

 また、火葬場での読経につきましては、現在お寺様が火葬に立ち合い読経されることは、極め

て稀になってきていることから、読経はしないことを前提として火葬場運営をしているところで

あります。 

 しかしながら、火葬場は愛する人や大切な人との最後の別れの場であり、人それぞれ、収骨や

読経などの儀式に対する考え方は異なりますことから、喪主様には、従前の収骨方法やお寺様の

読経についても可能であることを、葬儀事業者様から丁寧にご説明の上、どうなさるか選択して

いただいております。 

この度、意に反した火葬によりご不快な思いをなさったのであれば、事前のご説明と心遣いが

十分でなかったものであり、あらためてお詫び申し上げるところであります。今後、悲しく辛い

思いをなさる方がいないよう、より一層、事前のご説明を尽くしてまいりたいと存じますので、

何卒ご理解賜りますようお願いいたします。 

（令和 4年 7月 14日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


